
子どもたちの
五輪観戦

学校予算
　６月議会の一般質問では、私は、コロナ禍の
学校運営について質問しました。
　昨年来、学校では、修学旅行や各行事が延
期・縮小・中止され、子ども達からは「なんでオ
リンピックはやれるのに運動会はできない
の？」と疑問の声が聞かれます。
　先生からも、「密になるので、理科の実験が
できない」、「今年は水泳授業が少人数で実施
のため、人手の確保
が大変」など、コロ
ナ禍のもと、学校運
営は様々な困難に
ぶつかっています。

　青梅市では全小中学校の合計約７００
０人（小２，３年生～）が観戦の予定です。
　バスでの来場は認められず、電車を利用
するため、コロナ感染の危険性や、熱中症
が心配です。道中の会話や競技場での応援
もできず、先生たちも経験がない五輪会場
では、トラブルへの対処も困難です。

　換気をしながらのエアコン、手洗い推
奨、緊急事態のお知らせのプリント・・・コ
ロナ対策のために学校の費用は増加して
いるのに、市は今年度、これらの学校の予
算を１０％も削減してしまいました。
　学校の運営予算は、削減ではなく、むし
ろ増額が必要です。

　私は、①問題が多く、学校に大きな負担
となる五輪観戦は早く中止の決断を、②学
校の運営費削減をやめ、対策に必要な予算
を、の２点を求めました。
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６月議会 私の一般質問

感染や熱中症の危険性
五輪会場には電車で移動
青梅の小中学生7000人

五輪の開催は、今からでもストップを！

コロナ対策で費用は増加
市は学校の予算を削減
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※五輪観戦（学校連携観戦）は、都内の自治
体で「中止」が相次いでいます（裏面で紹介）



都内各地で五輪観戦「中止」
市議団は五輪も観戦も中止の申し入れ
　「子どもの動員」への批判が広がる中、オ
リ・パラ組織委員会は、関係都県にキャンセ
ル受付通知「学校連携観戦チケットに係る今
後の対応について」を５月に送付しました。
　ところが、東京都はこの通知を都内自治体
に送付しなかったため、「神奈川や埼玉では、
次々と中止が発表されるのに、東京ではなぜ
どこも中止しないのか？」と、疑問の声があ
がりました。
　朝日新聞が６月４日に「組織委員会がキャ
ンセルを受付、６月下旬まで」と報じたこと
については、私も一般質問で取り上げました
が、東京ではこの通知が止められていたこと
は、この時点ではわかりませんでした。
　その一般質問の後、しんぶん赤旗日曜版
（６月２０日付）が、このことをスクープし
て、初めて事情が分かりました。

　市教育委員会は、青梅の子ども達に責任を
持つ立場として、たとえ東京都から通知が来
なくても、自主的に判断するべきです。
　現に７月１日時点で、私の知る限り昭島市
や奥多摩町、日の出町、檜原村など、近隣多摩
地域を含めて都内１２区市町村（さらに島
しょ部も）が、自主的に「学校連携観戦」の中
止を発表しています。

　日本共産党青梅市議団は、これまで「市と
して五輪開催の中止の申し入れを」など求め
てきました。また、一般質問に続き、６月２３
日には「観戦中止と情報の開示」を求める申
し入れを、市教委あてに行いました。
　中止がハッキリしない限り、学校は準備を
進めなければなりません。青梅市は早く「中
止」を決断し、学校の負担を減らすべきです。

新 休日・平日夜間診療所が完成しました
健康センター横に

東京都が文書を隠ぺい！ 区部、多摩地域で中止相次ぐ

早く決断し、学校の負担軽減を

0428-20-7708

発熱の有無で入口が分けられ
ています。写真は発熱者用で、
反対側に一般用があります。

発熱者用の待合室は個室が用意さ
れ、室内の空気は５分で入れ替わ
るように空調が動いています。

　新型コロナ対応に苦慮し
ていた地域の診療所にお話
を伺い、昨年の６月、私は議
会で「発熱外来の確保、設置、
休日診療所の強化」を求めま
した。
　市は国の交付金を活用し、
９月に新しい休日診療所の
建設を決定。その後、工事が
行われ、今年７月２日、市の
健康センターの横に、新しい
診療所が開設されました。

新診療所の電話番号は


